
PAGE 44 製品 AUTOSARツールチェーン

AUTOSAR
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強力な AUTOSAR対応プロトタイピング
および開発プラットフォームを提供する
MicroAutoBox II
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dSPACEの新しい RTI AUTOSAR Blockset 2.0を  
MicroAutoBox IIで使用すると、ECUアプリケーショ
ン全体を実行できるようになります。これにより、ECU
ベースの開発プロセスと比較して開発の幅が拡大し、
生産性が向上します。

AUTOSARツールチェーン

 >>

量
は、ラピッドコントロールプロトタイピング
（RCP）および AUTOSARベースの量産
ソフトウエア開発という2つの環境でシー
ムレスに連携して作業を行えることが必要
です。たとえば、開発者は、MATLAB®/
Simulink®で新しいコントローラを設計し
たり、ECUソフトウエアの新しい制御アル
ゴリズムをテストしたり、または可能な限
り早期の段階で ECUのアプリケーション
ソフトウエア全体の妥当性を確認したりす
るために、既存のソフトウエアコンポーネ
ント（SWC）を再利用したいと考えていま
す。そのためには、開発の初期の段階から
AUTOSAR規格をサポートしていること
が重要です。しかし、技術的に複雑な
AUTOSAR規格を機能開発者が使用する
のは困難です。一般的なAUTOSARツー
ルはソフトウエアの専門家向けに設計され
ています。このような場合、dSPACEのコ
ンパクトなラピッドコントロールプロトタイ
ピングシステムであるMicroAutoBox II
で RTI AUTOSAR Blockset 2.0を使用
すれば、モデルベースの制御設計と
AUTOSAR量産ソフトウエアとの間をブ
リッジングできるため、機能開発者側でも
複雑な問題を容易に克服できるようにな
ります。

容易なソフトウエアの再利用
多くの場合、新しい制御アルゴリズムは
既存の機能の上に構築します。これまで

は、既存の機能が Simulinkまたは
TargetLink®モデルとして存在せず、量
産レベルの Cコードでしか利用できない
場合、既存の機能をモデルベース開発で
再利用することは非常に困難でした。後
からモデルを開発しようとすれば時間が
かかり、Cコードを Simulinkに合わせ
て調整しようとすればコストのかかるユー
ザ固有のソリューションが必要となるた
めです。RTI AUTOSAR Blockset 2.0
を使用すると、AUTOSAR規格に基づい
て開発されたソフトウエアコンポーネント
を追加作業なしで Simulinkにインポー
トすることができます。また、ソフトウエア
コンポーネントを新しいコントローラモデ
ルに統合することもできます。

早期の段階でのプロトタイピングおよび
テストの開始
新しい制御方式を ECUソフトウエアと共
にテストすることや、コントローラの動作
を実際のプラントモデルと組み合わせてテ
ストおよび評価することは、開発プロセス
の重要な要素であり、実際の車両ではし
ばしば行われています。ただし、新しい
ECUの最初のプロトタイプが入手できる
のは、開発の開始から何カ月も後であるこ
とが多く、最初は入手できる数量も限られ
ています。さらに、たとえば、新しいセンサ
やアクチュエータ用の I/Oドライバなど、
すべてのベーシックソフトウエア（BSW）
モジュールが最初から完全に実装され、テ
ストされているわけではありません。こうし
た要因により、新しい制御方式のテストが

Rapid

産指向の開発プロジェクトを
成功させるには、効率的なプロ
セスが不可欠です。そのために
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境を最小限の作業でセットアップすること
ができます。これにより、サプライヤは顧
客のツールに依存することなく、顧客向け
のプロトタイプソリューションを開発する
ことができます。

シームレスなツールチェーン
dSPACEでは、MicroAutoBox IIに RTI 
AUTOSAR Blockset 2.0を搭載すること
以外にも、TargetLink、SystemDesk®、
および VEOS®という強力なツールを提供
しており、ソフトウエアの開発や統合、およ
びオフラインでの妥当性確認をモデルベー
スで行うことができます。これらのツール
を組み合わせれば、新しい制御機能の設
計からソフトウエアアーキテクチャの構築
やソフトウエアの統合に至るまで、機能お
よびソフトウエア開発のすべての段階に対
応し、PCベースのシミュレーション、ラピッ
ドコントロールプロトタイピング、および車
載テストを行うことができるシームレスな
開発プロセスを実現できます（図 1および
2）。ControlDesk® Next Generation
は、このツールチェーンを完成させる試験
ソフトウエアです。このソフトウエアを使用
することにより、開発者は、量産 ECUの
完成に至るまでのすべてのプラットフォー
ム上で同じ計測および適合データおよび
試験レイアウトを使用することができるた
め、調整作業の多くが不要になります。
dSPACE SystemDeskを使用すると、ソ
フトウエア開発とそれ以降のプロトタイピ
ングやテスト作業との間を補完することが
できます。SystemDeskでは、開発者は
AUTOSAR規格に準拠した SWCをイン
ポートし、これらを接続してアプリケーショ

図 1：ラピッドコントロールプロトタイピングに対応した AUTOSARベースのワークフロー。

MicroAutoBox II 
および AUTOSAR
MicroAutoBox IIは、量産 ECUに
匹敵する低レイテンシ I/Oを備えた総
合的な AUTOSARリアルタイムオペ
レーティングシステムを提供します。
MicroAutoBox II は、AUTOSAR
バージョン 3.xおよび 4.xをサポート
し、AUTOSAR OS Scalability Class 
1に適合しているため、AUTOSAR
規格との高い互換性レベルが保証さ
れています。さらに、ECUステートマ
ネージャ（EcuM）、NVRAMマネー
ジ ャ（NvM）、お よ び AUTOSAR 
CANスタックなどの最も重要なベー
シックソフトウエアサービスもサポー
トしています。そのため、量産 ECUの
最初のプロトタイプが入手可能になる
かなり前の段階から、AUTOSARソフ
トウエアコンポーネントを使用したラ
ピッドコントロールプロトタイピング、
ベンチマーキング、およびテストを現
実的なAUTOSAR環境で実行するこ
とが可能です。
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大幅に遅れる場合があります。RTI 
AUTOSAR Blockset 2.0を使用すると、
開 発 者 は MicroAutoBox II を
AUTOSARベースの汎用的な開発 ECU
として使用し、量産 ECUの最初のプロト
タイプが入手可能になるかなり前の段階
でプロトタイピングやテストを行うことが
できます。

柔軟性の高いAUTOSAR開発プラット
フォーム
AUTOSAR規格の主な目標の 1つは、
異なるサプライヤから提供されたソフトウ
エアコンポーネントを 1つの ECUソフト
ウエアに容易に統合できるようにすること
です。サプライヤが通常直面する課題は、
サプライヤ側の機能の拡張にユーザ固有
の機能を使用し、この機能のテストをユー
ザ固有の動作条件で行わなければならな
いという点です。MicroAutoBox IIを
AUTOSAR対応の開発システムとして使
用すれば、サプライヤはソフトウエアコン
ポーネントを非常に早期に修正し、効率
的にテストすることができます。また、量
産 ECUのプロトタイプの入手を待つ必要
も、プロジェクト固有の開発環境の知識
を持つ必要もありません。多くのパラメー
タは複雑な相互依存関係を持っているた
め、従来の量産ツールで BSWの設定を
行うと、作業が煩雑になり、エラーが発生
しやすくなります。これに対して、モデル
ベースのアプローチでは、オペレーティン
グシステムや I/OをMicroAutoBox IIで
直感的に設定し、ユーザ固有のアクチュ
エータやセンサを素早く柔軟に接続する
ことができるため、ユーザ固有のテスト環
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ンソフトウエアを構築することができます。
SWCは、量産コード生成ツールである
TargetLinkまたはその他の AUTOSAR
ツールで作成することができます。
SystemDeskでは、AUTOSARオペレー
ティングシステム、ベーシックソフトウエア、
およびターゲットシステムのランタイム環境
（RTE）を設定したり、他の AUTOSAR
ツールから既存の設定を使用したりするこ
とも可能です。さらに、この情報に基づき、
SystemDesk V-ECU Generation 
Module によってバ ー チャル ECU
（V-ECU）ソフトウエアが生成されます。
V-ECUソフトウエアは、オフラインでの妥
当性確認を行う場合に PCベースのシミュ
レーションプラットフォーム VEOS上で使
用したり、ラピッドコントロールプロトタイ
ピングを行う場合に RTI AUTOSAR 
Blockset 2.0と共に使用したりできます。
どちらの場合でも、V-ECUは、Simulink
モデルベースの追加機能を使用して拡張
することができます。

テストカバレッジの向上
V-ECUの機能特性の妥当性は、VEOS
によるオフラインシミュレーションで効率
的に確認することができます。また、同じ
V-ECU を、RTI AUTOSAR Blockset 
2.0を使用して物理プラントと共に

MicroAutoBox II上で実行することもで
きます。開発者は、このようにしてソフトウ
エア動作のリアルタイム固有の部分の妥
当性を確認することで、車載も含む、現実
的な動作条件で V-ECUを評価し、テス
トすることができます。そのため、機能特
性および非機能特性の徹底的な検証が
可能になり、高いテストカバレッジが達成
されます。

まとめ
新しい RTI AUTOSAR Blockset 2.0を
MicroAutoBox IIで使用すると、リアル
タイム対応の汎用的な AUTOSAR開発
システムを提供することができるため、量
産指向のモデルベース開発環境およびテ
スト環境で活用することができます。これ
により、ECUベースの開発プロセスと比
較して開発の幅が拡大し、生産性が向上
します。 

AUTOSARベースで
ない場合
お客様の ECUソフトウエアが
AUTOSARベースでない場合でも、
シームレスなツールチェーンをセット
アップすることが可能です。詳細に
ついては、dSPACEの担当者にメー
ルでお問い合わせください（メール
アドレス：rcp@dspace.de）。
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図 2：機能設計、ラピッドコントロールプロトタイピング、およびテストのためのシームレスな dSPACEツールチェーン。
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dSPACEのシームレスな AUTOSARツールチェーン
により、開発プロセスの生産性が向上します。

MicroAutoBox IIは、汎用的なリアルタイム対応の
開発システムです。Embedded PC（中央）およびシ
グナルコンディショニングを提供する RapidPro 
SC Unit（右側）による拡張も可能です。
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